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憲法の中味を


もう一回 確かめよう


日本国憲法は、いまやその平和宣言と人権擁護の精神が世界各国から賞賛を浴びています。 


大切な日本国憲法について、少し条文の内容に触れてみます。


十一条～十三条　人権の保護、生命、自由および幸福追求


十四条　法の下の平等


二十一条　集会・結社・表現の自由


二十五条　健康で文化的な最低限度の生活を営む権利


平和、安全については


第九条で明確に宣言しています。その内容について要約すると、


国が発動する戦争と武力の行使は永久に放棄する。


武力は保持しない。 交戦権は











猛暑の季節となりました。


戦争と平和のこと、憲法のことを考えてみましょう





認めない。


ところが、これほどすばらしい憲法も、次第にその中味が崩されようとしています。特に第九条が骨抜きにされようとしています。


自衛隊（と言っても米軍と一体化した戦力）が武器弾薬を持って海外に派兵されているのは明らかに憲法違反であって戦争への足がかり。


思いやり予算五兆円！？


米軍のグアム島移転に三百四十六億円拠出。思いやり予算（本来米国が支払うべき費用で日本が負担しているもの）にいたってはこれまでに 五兆円拠出、米軍を支援しているのです。


倒産、失業、ホームレスといった日本の現状に比べ、政府のやり方には憤りを感じます。ゆがんだ日米関係には一日も早く終止符を打って、福祉、医療、教育、労働救済などに転用する必要性を痛切に感じます。 　鈴木忠美











「この家でも戦争で亡くなった人がいるし、私の実家でも亡くなった人がいるよ。戦争だけはしちゃあいかんよ。」と共感してくださいました。


私は「戦争のことを知っている人が、もっと《戦争は反対だ》って、みんなに知らせないとね。反対って言えなくなってからでは遅いもんね。孫たちにも話してね。」とお願いしました。


酒井金子
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戦争のことを知っている人が、


もっと 戦争は反対だ って、


みんなに話そう


じりじりと暑い日差しが照りつけるようになると、今年も広島や長崎の原爆


投下を思い出します。


先日、ある年配の女性と話をすることがありました。


「もう年だから、私は何も言わないようにしているだよ。そのほうが、家庭が丸く収まるからね。」とおっしゃいました。


「でもね、どんな宗教でも、何党でもいいけど戦争だけは反対だよね。」と言うと
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当会は伊藤和也さん殺害の犯行グループをタリバンと考えておりましたが、伊藤さんが所属するペシャワール会としては【犯人の一人が「金が目当てだった」と証言していることなどから、タリバンの犯行ではないと認識している】との指摘を受けました。当会ニュースＮｏ．４５などの記述をそのように訂正させて頂きます。





草なぎ君。北朝鮮．．．テレビこわい


Ａ：草なぎ君のテレビ報道、チョットひどかったね？軽犯罪法違反程度の微罪でしょう。


Ｂ：朝から晩まで、トップニュースで、繰り返し報道していた。国民の、社会・政治への関心をゆがめていると思う。


Ｃ：愚民化政策というのだね。


Ｂ：このような、集中豪雨的な報道で、大切なニュースが隠されてしまうことがこわい。『海兵隊グアム移転協定』や、『海賊対処法』の中味がほとんど報道されないまま成立してしまった。


Ｃ：どんな内容かほとんど知らないもの。


Ａ：北朝鮮のロケット打ち上げ報道も同じような姿勢だった。日本にミサイルが撃ち込まれるかのような報道だった。


Ｃ：浜松基地から迎撃ミサイルが運び出されたり、大騒ぎだったワ。


Ｂ：北朝鮮のロケット発射や核実験には、もちろん反対だけれど、国民の恐怖心をあおって、軍拡や改憲世論作りにうまく利用されている（昔はソ連・中国）。


Ｃ：電波は公共のものです。国民の知る権利を大切にしよう！


雑談会を再構成　　　　米山正秀
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前ページのつづき　『アフガニスタンの大地とともに』を読んで　　　西尾登美　


アフガンの文化を尊重し、アフガンのやり方で生活ができるようにと平和的支援活動を行っていた日本のＮＧＯが標的にされたのは何故か。図らずも、身近な伊藤さんが暴力の犠牲となり殺されてしまった事実は何を伝えてくれたのか。


「アフガンの平和的秩序を取り戻すにはかつて豊かだった農村の復興をおいてない」とペシャワール会が訴








えているように、武力干渉によっては何も解決しないことを、私は訴えていくべきだと真に思いました。


この本を友人から借りて読ませてもらったのですが、今の時代に、私利私欲とは無縁の生き方を選んだ伊藤さんの姿と、貧しくても幸福そうなアフガンの子らの笑顔を身近に置いておきたくて私もこの本を買い求めました。　　　　　　














